
近　海　ま　ぐ．ろ　延　縄　漁　業　試　験

大島正秀・梶田和夫・大熊達之助

1．趣　　　　旨

冬季小笠原海区及び常磐海区に来遊する鮪頚の洞遊経路，棲息水屑並びに魚体等の調査を主

眼として本試験を実施した。

2．期　　　　間

昭和27年12月中旬より昭和28年3月下旬迄の閤

3．海　　　　区

小笠原海区，常磐海区

4．使用船及び乗組鼻

茨城丸（総屯数116屯鮒，ディーゼル250馬力）船長以下30名　■

5．漁　　　　具

延縄構造は第1表に示したものを最も多く使用した0

第1表　使 用

鈎

ワ
イ
ヤ
ー

釣
元

セ
キ
ヤ
マ

浮
子
細

枝
　
　
維

格l9匁i均∋

27＃

3×3

4号綿糸
、ミ、子‡；

1．5kl3．8

延

一

浮 子

庸l鉄

玉

撚
　
　
戻
〝
夷

備　　　　考

1．使用純・綿糸

2．校雑は5本付

3．浮子は一鉢分1僻
4．標識　〝　　1本

5．延縄所有鉢数306鉢

6．操業経過

本試験中の操業経過は第2表に示す通りである。

7．試験結果

（＿1‾）海況及び漁況

第　1　次　　航　　海

12月下旬～1月上旬の犬吠崎沖3アN線附近の海域は圧倒的に親汐寒流が強く特に滑岸1420

E～1430E及び沖合154030′Eに親汐の主流が認められた。暖流努力の尖稀はこれら寒流により

刀¶以南及び房総南部沼岸に圧迫されている。併し野島崎沖合31PN～320N，1590E～1600Eの

海域は水温20cc～21Ocの暖流水系の支配下にあり　St．3～St．9迄の漁場ではびんたが・めかじ

きが精々多獲された。
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第　2　　＝欠　　航　　海

1月下旬から2月上旬の小笠原海区260N～29DN，1420E～147DEの海域は暖流勢力が強い0

270N～280N，1450E～146QEの水城では特に強く23Dcの水席が100m層に及んでいる。併し同
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第　2　次　航　海　航　跡　図
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海域St．3～St．4a）間では急激に下降し水温200Cを示し

ている。270N～280N，1430E～1440Eの海域と290N，

1460Eを：結ぶ海域も某汐暖流の影響は大きく200C水帯が

100m層に及んでいるが下層はかなり単調である。此の

海域のSt．1～St．3は水温が高いのでめぽち・ぴんたが

は少く吉切鮫が多獲された。St．7～St．9では水温が20C

～30C低目になったので鮫は少くびんたが・めかじきが

精々多種された。

第　3　　こ大　　航　　海

2月の280N～300N，1490E～1540Eの海域は詞汐寒流

が強く170C～190Cの水帯で覆われている。St．1～St．6迄

は180C～190Cの水温を示すがその北東側のSt．1～St．9

は梢低下し170C～180Cを示す。下層一帯は200m層迄

170C～180C水帯で占められ圧倒的なびんたが漁場となっ

ている。

第1図　第2次航海下層水温

第　　4　　次　　航　　海

3月の房捻沖合の海況は沼岸に16Qc水帯がみられる外は180C～190C水帯が圧倒的に強く下

層150m迄及んでいる。この190C水席は340N～350N間を蛇行しながら東進し145DEで北上し

て塩屋崎沖から金華山沖に達し，昨年同期よりも伺海区の水温は30C内外高目となっている。
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第　4　次　航　海　航　跡　図

（2）釣桂率及び遊泳層調査

・A．使用漁具及び枝縄深度

第3次航海で材料別深度別枝縄の釣獲率及び遊

泳層の調査を実施した枝縄材料はマニラ麻及び綿

糸を使用した。その構造は第2回に示す通りであ

る。第1回～第9回操業迄のマニラ及び綿糸枝縄

の深度は第4表に示す通りである。実際には1回

第4蓑　　枝縄の深度

十㍉㍉与∵㌫
1
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綿　■　1－5
2　　4

糸1　3

87m　　　87　m

99m

109m　　139　m

投縄毎に1本取付けるのでマニラの1本目と5本目及び綿糸の4本目は測定出来なかった0

扱純オ／。由良 〕収まも才／目す8

第2図　第3次航海の使用漁具（St．1－St・9迄）
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材料別枝縄釣獲状況



B．材料別接線釣獲状況

第3次航海で材料別技縄の釣獲状況を調査して第5表に示す・結果を得たo

C．枝縄別釣獲状況

各　校　縄　別　釣　獲　尾　数

第7去　枝紬の位置による釣獲割合
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となっている。

（3）生死率調査

第2次航海で釣獲時の生死状況を

調査し第8表の結果を得た。びんた

が・めばち共に生魚多くその比率は

各々73％，71％でめかじきでは逆

に少くなり32％となっている。

（4）体　長　組　成

第2次航海で漁獲されたぴんなが
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第2次航海で枝縄別釣獲状況を調

査し第6表及び第7表の結果を得

た。ぴんなが，めぽちは3本目に多

く4本目及び5本目で稽多い。めか

じきは5本目に多く言切鮫は3，4，

5本目で多獲されている。

D．釣　　獲　　率

第2次航海の釣獲率は頗る悪く魚

節別では言切鮫0．024，びんたが

第8表　　　　　生　死　率
＼＼　　回数
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第3岡　第2次航海，漁獲位置別魚
種別平均体長

めばち・めかじきの各漁獲位置毎の平均体長の変

化を第3国に示した。叉第3次航海の各漁獲位置

におけるびんたが・り体長組成を第4図に示した。

その平均体長はA．94．161cm±3．094，B76．00cm

±2．423，C79．272cm±4．135cmとなっている。

（5）魚　　体　　温

第4次航海に於て棒状寒暖計（目盛0．lOc‾）を

†○　　抑　10　　川I t■

（膚t）

第4匪l　漁獲位置別ぴんなが体
長組成
A　第三次航海　St
B St

C St

（尼玖）　　　　　　　　　　　　　漁獲直後の魚体の肛門より休脛内に挿入して体温の判優潅
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第5図　魚種別魚休温分布

行った。供試局数はびんたが72尾めばち2尾，だるま3

尾，まかじき1尾，めかじき8尾で測定結果は第5国に示

す通りである。図によればめは■ち，だるま，まかじき，め

かじきはぴんたがに比レ体温が低い。一股に魚類は冷血動

物だからその体温は棲眉層の水温或は漁獲時の外気の温度

により支配されると考えられる。ここでは漁獲直後に魚体

温を測定しているから外気の温度は余り影響していたいと

考えられる。従つで測定魚体温は棲息層の水温及び漁獲筏

の運動状態により支配

なが・亡か体温が他魚種よ 窯ると考えられる。それゆえぴんいと云う事はぴんたがの棲眉層

が他魚群の棲息層とかなり相違があるのではないかと考え

られる。

（6）魚体温の変化

第4次航海でめかじきぴんたがの休温の変化を測定し第9表を得た。

第9表　　体温の変化

魚　種㍉体　長　体　重

めかじき：157，0。m L18．咽
I l

ぴんなが196．Ocnl　…　4，2貫

生　　時・死後3t）分

気温こ18・29Ci18・00C

19，30C　■　19．20C

20．7〇C　！　20．20C
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